
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

2016
年度 予算委員会

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、

2
0
1
6
年
度
江
東
区
一
般

会
計
予
算
（
案
）
に
対
す
る

修
正
案
を
提
出
。
3
月
30
日

の
本
会
議
で
、
正
保
議
員
が

提
案
説
明
し
ま
し
た
。
予
算

修
正
案
の
提
出
は
20
年
連
続

で
す
。

身
近
な
区
政
が
福
祉

・
く
ら
し
守
る
防
波

堤
の
役
割
を
！

消
費
税
8
％
増
税
と
物
価

高
、
医
療
費
や
保
険
料
の
値

上
げ
、
生
活
保
護
費
削
減
や

年
金
削
減
に
悲
鳴
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
時
だ

か
ら
こ
そ
、
身
近
な
区
政
が

住
民
の
福
祉
と
く
ら
し
を
守

る
『
防
波
堤
』
と
し
て
の
本

来
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

区
民
負
担
の
軽
減
な

ど
7
億
8
千
万
円
余

の
増
額
修
正

修
正
案
は
、
①
医
療
・
介

護
・
教
育
に
か
か
る
負
担
軽

減
②
低
賃
金
の
非
正
規
雇
用

を
増
大
さ
せ
る
民
間
委
託
を

や
め
、
正
規
職
員
を
配
置
③

不
要
不
急
事
業
の
中
止
、
積

立
基
金
の
活
用
④
平
和
事
業

の
推
進
を
柱
に
す
え
、
保
育

料
の
負
担
軽
減
、
子
ど
も
の

貧
困
対
策
の
実
施
、
敬
老
祝

金
の
減
額
取
り
止
め
、
震
災

予
防
対
策
の
強
化
な
ど
、
総

額
7
億
8
千
万
円
余
（
予
算

原
案
の
0．4
％
増
）
の
増
額
修

正
で
す
。
日
本
共
産
党
の
修

正
案
は
否
決
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
、
子
ど
も
の

医
療
費
無
料
化
の
拡
充
、
学

校
の
耐
震
化
促
進
や
ト
イ
レ

改
修
な
ど
、
修
正
案
に
盛
り

込
ま
れ
た
多
く
の
区
民
要
求

が
実
現
し
て
い
ま
す
。

28
年
度
予
算
で
は
、
保
育

所
増
設
の
た
め
の
保
育
士
確

保
が
大
き
な
問
題
と
な
る

中
、
日
本
共
産
党
区
議
団
が

繰
り
返
し
求
め
て
き
た
保
育

士
の
処
遇
改
善
の
た
め
の
家

賃
補
助
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

障
が
い
者
施
策
で
は
、

保
護
者
か
ら
も
議
会
に
陳

情
が
出
さ
れ
て
い
た
、
南

部
地
域
で
の
障
が
い
児
の

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

が
、
区
の
家
賃
補
助
の
実

現
で
、
枝
川
に
開
設
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
他
、
障

が
い
者
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導

員
の
養
成
講
座
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
不
妊
治
療
へ
の

補
助
や
福
祉
事
務
所
の
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
学
校
の

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
の
増
員
が
実
現
し

ま
し
た
。

高
齢
者
施
策
で
は
、
塩

浜
1
丁
目
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
が
今
年
度
よ
う

や
く
完
成
。
さ
ら
に
、
昨

年
度
廃
止
し
た「
愛
の
杖
」

支
給
事
業
が
継
続
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

各議員の
平
成
28
年
度
の
国
保
料

は
、
1
人
平
均
4
、6
4
4

円
値
上
げ
で
、区
民
負
担
は
、

年
収
2
0
0
万
円
・
子
ど
も

1
人
の
3
人
家
族
で
は
、
7

年
前
の
2
倍
・
年
額
18
万
9

千
円
に
な
る
こ
と
を
指
摘
。

消
費
税
8
％
増
税
や
実
質
賃

金
の
低
下
、
年
金
減
額
が
続

く
中
で
の
国
保
料
値
上
げ
の

中
止
を
要
求
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
保
険
料
負
担
を

抑
え
る
た
め
に
23
区
で
行
っ

て
き
た
財
政
支
援
策
を
復
活

す
れ
ば
、
保
険
料
値
上
げ
の

中
止
は
可
能
に
な
る
と
提
案

し
ま
し
た
。

年
金
な
ど
は
差
し
押
さ
え

が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
区
は
今
年
2
月
、
振

り
込
ま
れ
た
ば
か
り
の
年
金

ほ
ぼ
全
額
を
区
税
滞
納
を
理

由
に
差
し
押
さ
え
ま
し
た
。

そ
え
や
議
員
は
平
成
25
年

の
鳥
取
地
裁
判
決
な
ど
を
例

に
「
預
金
口
座
に
入
っ
た
後

で
も
、
預
金
の
原
資
が
年
金

な
ど
と
識
別
で
き
る
場
合
は

差
し
押
さ
え
が
で
き
な
い
」

と
指
摘
。
さ
ら
に
地
方
税
法

で
の
「
生
活
を
窮
迫
さ
せ
な

い
よ
う
に
」
と
の
配
慮
義
務

も
欠
い
て
い
る
と
指
摘
し

て
、
違
法
な
差
し
押
さ
え
は

や
め
よ
と
求
め
ま
し
た
。

区
は
敬
老
祝
金
と
し
て
、

77
歳
に
1
万
円
、
88
歳
に
2

万
円
、
99
歳
以
上
の
方
に
3

万
円
を
贈
っ
て
き
ま
し
た

が
、
高
齢
者
が
今
後
も
増
加

す
る
こ
と
を
理
由
に
、
平
成

28
年
度
か
ら
減
額
し
ま
す
。

大
つ
き
議
員
は
、
区
民
の

暮
ら
し
や
福
祉
の
削
減
・
負

担
増
を
行
い
、
基
金
を
1
0

0
0
億
円
以
上
も
た
め
込
み

込
み
な
が
ら
、
多
年
に
わ
た

り
社
会
に
尽
く
し
て
き
た
高

齢
者
へ
の
お
祝
い
金
ま
で
削

る
な
ど
、
あ
ま
り
に
冷
た
い

区
政
だ
と
批
判
。
敬
老
祝
金

の
減
額
中
止
を
求
め
ま
し

た
。

夜間定時制高校の存続を
求める意見書案など提案

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、

第
2
回
定
例
会
に
「
夜
間
定

時
制
高
校
の
存
続
を
求
め
る

意
見
書
」
な
ど
3
件
の
意
見

書
案
を
提
案
し
ま
し
た
。

「
夜
間
定
時
制
高
校
の
存

続
を
求
め
る
意
見
書
」案
は
、

東
京
都
が
来
年
新
た
に
4
つ

の
夜
間
定
時
制
高
校
を
廃
止

し
よ
う
と
し
て
い
る
問
題

で
、
様
々
な
理
由
で
高
校
を

中
退
し
た
り
、
中
学
校
ま
で

不
登
校
で
あ
っ
た
生
徒
た
ち

等
の
貴
重
な
学
び
の
機
会
を

保
障
す
る
よ
う
求
め
る
も
の

で
す
。
こ
の
問
題
で
は
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
同
窓
会
に
加
え
、
東
京

弁
護
士
会
や
映
画
監
督
の
山

田
洋
二
さ
ん
な
ど
多
数
の
著

名
人
も
存
続
を
求
め
て
い
ま

し
た
。

「
外
形
標
準
課
税
の
対
象

を
拡
大
し
な
い
よ
う
求
め
る

意
見
書
」
案
は
、
外
形
標
準

課
税
が
事
業
規
模
や
賃
金
総

額
な
ど
に
も
と
づ
い
て
課
税

さ
れ
る
た
め
、
赤
字
の
中
小

企
業
の
経
営
を
圧
迫
す
る
こ

と
か
ら
課
税
対
象
を
拡
大
し

な
い
よ
う
求
め
る
も
の
で

す
。
ま
た
「
消
費
税
率
10
％

へ
の
引
き
上
げ
中
止
を
求
め

る
意
見
書
」
案
を
提
出
し
ま

し
た
が
、
全
会
一
致
に
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

今
議
会
で
は
、
「
公
立
学

校
の
施
設
整
備
費
増
額
」
や

「
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
強

化
を
求
め
る
」
な
ど
4
本
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

区
は
、
「
行
財
政
改
革
」

を
理
由
に
、
塩
浜
福
祉
園
の

外
部
委
託
を
検
討
中
で
す
。

正
保
議
員
は
、
「
引
き
続

き
区
の
運
営
で
や
っ
て
ほ
し

い
」
「
な
ぜ
合
意
な
し
に
進

め
る
の
か
」
な
ど
、
利
用
者

家
族
の
声
を
紹
介
。
「
私
た

ち
の
こ
と
は
私
た
ち
抜
き
で

勝
手
に
決
め
な
い
で
」
と
い

う
障
害
者
権
利
条
約
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
「
最
初
に
委
託

あ
り
き
」
の
強
引
な
や
り
方

は
止
め
る
よ
う
質
問
。

区
は
、
「
利
用
者
の
視
点

に
立
っ
て
、検
討
し
て
い
く
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

近
年
、
ひ
き
こ
も
り
で
悩

む
家
庭
が
増
え
て
お
り
、
区

も
ひ
き
こ
も
り
支
援
事
業

を
、昨
年
か
ら
始
め
ま
し
た
。

10
年
来
の
ひ
き
こ
も
り
の
方

が
、
半
年
で
就
労
す
る
な
ど

の
成
果
も
出
て
い
ま
す
が
、

受
け
ら
れ
る
相
談
件
数
は
少

な
く
、
予
約
は
い
っ
ぱ
い
で

す
。山

本
議
員
は
、
相
談
回
数

の
拡
充
や
、
効
果
的
な
支
援

と
し
て
の
訪
問
型
支
援
を
求

め
ま
し
た
。

区
も
「
訪
問
型
支
援
は
有

効
。
回
数
も
実
態
を
見
て
、

拡
充
も
検
討
し
た
い
」
と
の

前
向
き
な
答
え
で
し
た
。

西
大
島
駅
前
で
行
わ
れ
て

い
る
再
開
発
計
画
で
は
「
50

階
は
高
す
ぎ
る
」
と
の
声
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。

菊
池
議
員
は
「
高
さ
」
の

要
因
と
な
る
地
権
者
の
権
利

変
換
に
必
要
な
工
事
費
用
の

説
明
が
な
い
こ
と
を
指
摘
。

計
画
に
対
し
総
費
用
の
20

％
程
度
は
公
費
負
担
（
税
金

投
入
）
が
あ
り
、
ま
た
敷
地

の
3
分
の
1
は
都
有
地
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
公
営
住
宅
や

高
齢
者
住
宅
、
要
介
護
高
齢

者
の
施
設
な
ど
地
域
要
求
に

応
え
る
公
共
施
設
を
大
幅
に

増
や
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か

ら
、
災
害
発
生
時
の
対
応
策

等
が
進
ん
で
き
ま
し
た
が
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
支
援
の

中
核
と
な
る
福
祉
避
難
所
に

関
す
る
取
り
組
み
は
遅
れ
て

い
ま
す
。

赤
羽
目
議
員
は
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
の
施
設
等
と
協

議
を
し
て
、
福
祉
避
難
所
を

拡
充
す
べ
き
と
要
求
、
さ
ら

に
、
現
在
、
福
祉
避
難
所
に

指
定
さ
れ
て
い
る
施
設
ご
と

に
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
り
、
区
の
責
任
で
避
難

訓
練
な
ど
を
行
い
発
災
時
の

混
乱
を
防
ぐ
よ
う
求
め
ま
し

た
。

5
／
25

臨
時
本
会
議

31

陳
情
締
切
り

6
／
8

本
会
議

9

本
会
議

13

企
画
総
務
委

14

厚
生
委

建
設
委

15

区
民
環
境
委

文
教
委

17

清
掃
港
湾
・
臨
海

部
対
策
特
別
委

20

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

特
別
委

21

防
災
・
ま
ち
づ
く

り
特
別
委

22

医
療
・
介
護
保
険

特
別
委

28

本
会
議

修正額
３億９８００万円
１億６７００万円
▲１１４万円
▲１６５万円
▲２０００万円
▲３億円
４６００万円
１００万円

３億４８００万円
３１００万円
９５７０万円
２００万円

２億１７００万円

▲９２００万円

６２００万円
９７００万円
１９００万円
９０００万円
４７０万円
▲５億円

５億１０００万円
５０００万円
１０００万円
９０００万円
▲７８万円
７３０万円
５２００万円

１８８６億３８００万円の予算原案に対し、７億８６９３万円（０．４％増）を増額修正。

主な修正内容
積立基金の一部を活用
保育料の負担を軽減
議長交際費を３割削減
区長交際費を３割削減
副区長を２人から１人へ
東京オリンピック・パラリンピック基金積み増しの中止
平和都市宣言趣旨普及事業の拡充
公契約条例制定のための調査費
要介護４・５の人に月１万円の介護手当を支給
敬老祝金の減額を中止し、これまで通り支給
高齢者の入院見舞金を支給
子どもの貧困対策の拡充（実態調査の実施）
子どもの医療費助成の対象を１８歳まで拡大
区立保育園の民間委託中止
給食調理業務の民間委託を中止
福祉事務所ケースワーカーを増員
がん検診の無料化、前立腺がん検診の拡充
小規模企業制度融資の金利引き下げ
生鮮３品小売店支援補助の対象拡充
音楽道路事業の中止
地下鉄８号線建設基金の積増し中止
マンション耐震診断・設計・改修助成の増額
木造住宅の簡易耐震改修に助成
住宅リフォームに助成（１戸当たり１０万円）
小１支援員を通年配置
学校警備・用務業務の新規民間委託を中止
就学援助の対象拡大
区立幼稚園の介助員を全学級に配置

第一回定例会の主な議案に対する態度
民進ク

○

×

○

○

○

○
区長から43件の議案が提出され、日本共産党は24件に賛成、19件
に反対しました。（○は賛成 ×は反対）

公明

○

×

○

○

○

○

自民

○

×

○

○

○

○

共産

×

○

○

×

×

×

議案
Ｈ28年度一般会計及び特別会
計予算（案）
共産党区議団の予算修正案

道路占用料の見直し

敬老祝い金の減額
区長・議員等の報酬、給与など
の引き上げ
国民健康保険料の値上げ

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
実
施
な
ど

議
会
日
程（
予
定
）

予
算
に
対
す
る
修
正
案
提
出

―
20
年
連
続

論論戦戦ハ
イライト

近隣住民の納得できる計画に

重度障がい者が通う
塩浜福祉園は区直営で

税金滞納処分の違法な
差し押さえやめよ

年金などは差し押さえ禁止

西大島駅前再開発障がい者等の避難生活を
支える福祉避難所の拡充を！

訪問型支援など
ひきこもり支援の拡充を

国保料の値上げ止めよ！

基金をため込みながら

23区の財政支援で中止可能

敬老祝金を減額

障
が
い
児
の
放
課
後
施
設
の
増
設
な
ど

力
を
合
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て
実
現
し
ま
し
た
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せ
て
実
現
し
ま
し
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（２）江 東 区 議 団 ニ ュ ー ス2016年4月発行（３）


